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From プラネット Vol.197                                                  ＜常備薬に関する意識調査＞ 

 

 

 

  国内1,400社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：坂田政一） は消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第197号として、常備薬に関

する意識調査の結果をご紹介します。未掲載のデータ提供や当社担当者が解説を差し上げることもできますので、お気

軽にお問い合わせください。 

※回答率（％）は小数点第2位以下を四捨五入し同第1位までを表示しています。そのため、内訳の合計と表示値が異なる場合があります。 

■ 常備薬トップ3は「解熱・鎮痛・鎮静剤」「風邪薬」「目薬」 
家庭に常備薬を置いているかを聞くと（図表 1）、「常

備している薬はない」と回答した人は 22.7％でした。つ

まり、７割以上の人が、なんらかの薬を常備しているこ

とになります。 

どんな種類の薬を常備しているかを見ると、トップは

「解熱・鎮痛・鎮静剤」（43.0％）です。2 位以下は「風邪

薬」（41.7％）、「目薬」（37.1％）、「胃腸薬」（31.5％）「キ

ズ薬・消毒薬」（28.9％）と続きます。 

「解熱・鎮痛・鎮静剤」は男女で常備している割合に

大きな違いがあります。女性は 52.3％と半数を越えて

いますが、男性は 33.7％で約 1/3 です。男性に限定し

た場合の 1 位が「風邪薬」、2 位が「目薬」になり、「解

熱・鎮痛・鎮静剤」は 3 位まで下がります。 

多くの項目で男性よりも女性のほうが常備している

人の割合が高くなっていますが、「常備している薬は

ない」と回答した割合も男女で差があります。女性は

19.1％、男性は 26.3％です。 

図表 1では上位 15項目をピックアップしていますが、

ほかに男女差が大きかったもののひとつが「乗り物酔

い止め」です。男性の 2.4％と比べ、女性は 6.6％でし

た。 

 

■ 女性の半数が「切らしたくない」薬は？ 
常備している薬のうち、絶対に切らしたくないものを聞くと

（図表 2）、割合の高い順に「解熱・鎮痛・鎮静剤」（40.7％）、

「風邪薬」（30.5％）、「目薬」（26.7％）、「胃腸薬」（22.8％）と続

きます。ここまでは常備している割合と同じ順位です。 

ただ、「解熱・鎮痛・鎮静剤」と「風邪薬」は、常備している割

合ではほとんど差がなかったものの、切らしたくない割合で

は、10 ポイント以上の差があります。また、常備薬として置い

ている人の割合以上に、男女のポイント差が大きくなってい

て、絶対に切らしたくない女性は 51.4％、男性は 29.0％と、そ

の差は 20 ポイント以上になりました。 

  

常備薬を置いている人は７割超え 
〜使用期限をチェックしている人は〇割〜 

 

図表１ 「コロナ禍(2020 年 4 月)以後、あなたは家庭に常

備薬を置いていますか。常備している人はそのラインナッ

プをお答えください。（お答えはいくつでも）」への回答から上

位15項目を抜粋 

 

図表２ 「あなたは絶対に切らしたくない常備薬が

ありますか。（お答えはいくつでも）」への回答から

上位10項目を抜粋  
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■ かぜ予防は「薬を飲む」よりも…… 
「解熱・鎮痛・鎮静剤」や「風邪薬」を常備している人が

多いことがわかりましたが、かぜを予防するため、どのよ

うな対策をしているかを聞くと（図表 3）、「市販の薬を買っ

て飲む」（15.9％）、「常備薬を飲む」（12.0％）という人は

割合が比較的低いです。 

割合の高い順に見ると、「うがい・手洗いをする」

（58.3％）、「睡眠・休養を十分とる」（57.9％）、「マスクを

着用する」（48.6％）という結果でした。 

プラネットではかぜ対策について定期的に意識調査を

行ってきました。前回（2021 年 1 月）、前々回（2019 年 12

月）の調査では、調査対象のうち「かぜの季節に予防を

心がける人」に限定してかぜ予防について聞いています

が（今回は対象者全員に質問）、上位３つの項目の変化

を見ると（図表不掲載）、 

「うがい・手洗いをする」 

→ 前々回：87.9％（１位） 前回：78.5％（１位） 

「睡眠・休養を十分とる」 

→ 前々回：66.3％（２位） 前回：66.7％（３位） 

「マスクを着用する」 

→ 前々回：56.3％（３位） 前回：74.0％（２位）となっています。 

■ 常備薬置かない理由、トップは「特に理由はない」 
常備薬を置いている人、置いていない人にそれぞれ理由をたずねたところ（図表 4、5）、常備薬を置いている理由

のトップは「いつ必要になるかわからないから」（50.8％）でした。一方、置いていない理由のトップは「特に理由はな

い」（35.3％）です。2 位以下は「症状が出たときに買いにいけばいいから」（17.5％）、「医師に処方してもらう薬がい

いから」（15.2％）、「買っても使わないままで終わることがあったから」（14.0％）と続きます。 

  

図表４「あなたが常備薬を置いている理由を教えてくださ

い。（お答えはいくつでも）」への回答 

 

図表３「あなたはかぜ予防のため、どのような対策をし

ますか。（お答えはいくつでも）」への回答 

 

図表５「あなたが常備薬を置いていない理由を教えてくだ

さい。（お答えはいくつでも）」への回答 
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■ 薬の使用期限、チェックしてますか？ 
常備薬を置いていない理由として「買っても使わない

ままで終わることがあったから」という人が 14.0％いま

した。置いていたとしても必ず使うとは限らないのが

常備薬ですが、長いこと置いておくと、知らぬ間に期

限が切れていることもあります。 

常備薬を置いている人を対象に、期限切れを定期的

にチェックしているかを聞いたところ（図表 6）、チェック

している人は 42.9％、チェックしていない人は 57.1％

と、チェックしていない人のほうが多いことがわかりま

した。（もちろん、チェックするまでもなく、期限内に使

い切っていることも考えられますが。） 

「チェックしている」人の割合を性年代別に見ると、男

性よりも女性のほうが割合が少し高くなっています。

また、「男性 20 代」「男性 30 代」は常備薬を置いてい

ない人の割合がほかの年代と比べて高いのですが

（20 代：42.9％、30 代：53.1％、図表不掲載）、そのぶ

ん、常備している人は意識が高いのか、期限をチェッ

クしている人の割合も高くなっています。 

 

■ 「期限切れでも使用」薬の種類によって差 
一般に、使用期限の

切れた薬の使用は推奨

されていません。期限

切れの常備薬でも使用

するかを、飲み薬、目

薬、貼り薬、塗り薬の 4

種類に分けて聞きまし

た（図表 7）。 

期限切れでも使用す

る割合は高いほうから 

貼り薬（71.3％） 

塗り薬（67.5％） 

飲み薬（48.6％） 

目薬（38.9％） 

の順でした。 

 年代別に見ると、「飲

み薬」と「目薬」は若い

年代のほうが期限切れ

でも使用する割合が高

い傾向があり、逆に「貼

り薬」と「塗り薬」は年代

が上のほうが期限切れ

でも使用する傾向にあ

ります。 

図表６「あなたは常備薬の期限切れを定期的にチェックし

ていますか。（お答えは 1 つ）」への回答 

 

図表７「あなたは期限切れの常備薬でも使用しますか。以下のそれぞれについて教えてく

ださい。（お答えはそれぞれ 1 つ）」への回答 
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■ 薬との付き合い方は人それぞれ 
薬について考えていることや使い方、かぜ対策について自由回答で教えてもらいました。「使用期限が過ぎた薬は

もったいないけど捨てる」という人もいれば、「処方された薬が余ったら取っておいて、いずれ使う」という人もいまし

た。コロナ禍により、感染対策意識が高まったからか「前よりかぜをひかなくなった」という声も多数寄せられました。 

《常備薬や処方薬についての考え方、私のかぜ対策》 

【「置き薬」の安心感】 
● 置き薬サービスを使っている。結果として割高になるのは分かっているが、つねに必要な薬が手元にある安心感
と、子どものころから親しんで来たことから、続けてもいいかなと思う。（男性・60代） 

● 母が利用していた置き薬屋さんを高齢の私も頼むようになった。元気でいても、災害時に使えると思うと安心で
きるし、昨今はコロナ、インフルエンザ、帯状疱疹など不安要素もある。何か月おきに薬を新しくしてくれるの
が嬉しい。（女性・60代） 

● 業者が持ってきた置き薬を飲んでいる。それで治ることが多いが、ダメなときは市販薬ではなくかかりつけ医の
処方薬で対処する。（男性・20代） 

● 置き薬は使用期限切れになる前に交換に来てくれる。期限を心配しなくていいので助かっている。（男性・50代） 

【処方薬のほうが安心できる】 
● 市販の薬は不安なので病院でしっかり診察してもらい、処方された薬を飲んでいる。（女性・30代） 
● 市販のアレルギー薬は全然きかないので面倒だが医者に必ず行く。（女性・50代） 
【どの市販薬を使えばいいかわからない！】 
● 自分に合っていると思って市販の物を使っているが、強過ぎないか、もっと効くものがないかなどは知りたい。
（女性・20代） 

● 同じ種類の薬でも色んなメーカーからいろんなタイプの薬が出ているので迷う。どれが自分に最も適しているの
か見つけられるマッチングサイトのようなものがあると便利だと思う。（男性・70代以上）   

● 薬は試してみないと自分にあうかわからないので、具体的情報のないCMに広告費を使うのでなく、商品モニタ
ーに使ってほしい（女性・40代） 

【かぜ対策は早め早めに】 
● 喉になんとなく違和感があれば、大体翌日には痛みがひどくなるので、早め早めに薬を飲んでおく（女性・20代） 
● 常備薬がある状況で症状があったら、あまりガマンせずに、薬を飲んで軽快に向かうように気を付けている。（女
性・20代） 

● かぜをひくと扁桃腺が腫れ高熱が出るので、早めに対応する。ひき始めだと感じたら熱めのお風呂に入り、かぜ
薬を飲んで寝る。（女性・40代） 

● ほとんどがのどから来るから、朝起きてのどがちょっとでも痛いときは、葛根湯を最低3日くらい続けて飲む。
体がだるくなってきたら、熱めの緑茶を一日2リットルくらい飲む。そうするとだいたいよくなる。（男性・40代） 

【普段の食事からかぜ予防】 
● うがいに加えて鼻うがいをし、ヨーグルトを毎日食べてかぜ予防をしている。ちょっとかぜをひいたかもと思う
ときには、葛根湯を飲む。より怪しいと感じたら市販のかぜ薬を飲みます。（女性・40代） 

● 食事の際、にんにくやショウガなど身体を温めるもの、スタミナがつく料理を食べるようにしています。それで
もかぜをひいた時はスポーツドリンクを大量に飲みます。（女性・50代） 

● ひきわり納豆を毎日食べるようになってからかぜをひかないようになった。 1日2パック、刻みネギとカラシを
大量に混ぜて食べている。（女性・60代） 

● 紅茶を飲むときも生姜を入れて飲んだりしています。 なるべく医者に行かないで、運動をしたり部屋の空気を
入れ換えたりしています。（女性・60代） 
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調査機関：株式会社プラネットによる調査企画をもとに、株式会社ネオマーケティングにて「常備薬」に関する意識調査を実施。 

期間：2022年12月13日～12月16日、インターネットで4,000人から回答を得ています。 

株式会社プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/  
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え

ている上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます） 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 
 

本件に関するお問い合わせ先 
（今リリースに掲載していない結果や属性データのご紹介や、当社担当者が解説を差し上げることもできます） 

株式会社プラネット 広報部（河合） 

E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

《 「常備薬」に関する意識調査 質問一覧 》 
 
● 【クロス集計用1】あなたは定期的に病院やクリニックに通院していますか。（お答えは1つ） 
 
● 【クロス集計用2】あなたは現在、医師から処方された薬を飲み続けていますか。（お答えは1つ） 

 
● 【クロス集計用3】あなたはかぜをひいたとき、薬を飲みますか。最もあてはまるものを教えてください。（お答
えは1つ）※常備薬は医師から処方された薬以外の薬を指します 
 

● Q1.あなたは家庭に常備薬を置いていますか。常備している人はそのラインナップを、コロナ禍の前後、それぞ
れについてお答えください。（お答えはそれぞれいくつでも）【 コロナ禍(2020年3月)以前 】【 コロナ禍(2020
年4月)以後 】 
 

● Q2.あなたは絶対に切らしたくない常備薬がありますか。（お答えはいくつでも） 
 

● Q3.あなたが常備薬を置いている理由を教えてください。（お答えはいくつでも） 
 

● Q4.あなたが常備薬を置いていない理由を教えてください。（お答えはいくつでも） 
 

● Q5.あなたは常備薬の期限切れを定期的にチェックしていますか。（お答えは1つ） 
 

● Q6.あなたは期限切れの常備薬でも使用しますか。以下のそれぞれについて教えてください。（お答えはそれぞれ
1つ）【 飲み薬 】【目薬】【貼り薬】【塗り薬】 
 

● Q7.あなたはこれまで常備薬を使ってアレルギー反応が出たことがありますか。（お答えは1つ） 
 

● Q8.あなたは常備薬をどんなときに購入しますか。最もあてはまるものを教えてください。（お答えは1つ） 
 

● Q9.あなたはかぜ予防のため、どのような対策をしますか。（お答えはいくつでも） 
 

● Q10.薬との付き合い方、かぜをひかないよう工夫していること、かぜや病気をしたときの思い出など、薬や病気
にまつわる考えやエピソードを教えてください。（自由回答） 
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